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（要　旨）

大仲知樹：犬山市のモツゴの繁殖期 .

モ ツ ゴ Pseudorasbora parva（Temminck et Schlegel, 
1846）は日本全国に広く分布しているが，環境省
絶滅危惧 IA 類に指定され濃尾平野周辺に局所的
に分布するウシモツゴ Pseudorasbora pumila subsp. 
sensu Nakamura, 1963 の存続を脅かす要因である
とされている．両種が交雑すると , 稔性のない仔
を産出する疑いがある．本研究では , ウシモツゴ
の地理的分布域に含まれる愛知県犬山市のため
池で , モツゴの繁殖期を調査した．モツゴの生殖
腺重量指数（GSI）は，雌雄どちらも，3 月から
4 月にかけて劇的に上昇し，6 月から 7 月にかけ
て急速に低下し，本種の繁殖期は 4 月から 6 月で
あると推測され，大仲ら（2001）が報告したウシ
モツゴの繁殖期と大きく重複することが示唆され
た．ウシモツゴとモツゴは共存が観察された例も
あるが，モツゴだけが生き残りウシモツゴが消失
した例もあり，前畑（1987）はその違いを在来型
モツゴと外来型モツゴという遺伝的な差に求める
仮説を提示しているが，現在では両者が自然環境
下で共存している水域はまったく確認されていな
い．絶滅が危惧されるウシモツゴの保全のために
は，その生息地にモツゴが意図的であれ偶発的で
あれ侵入を確実に防ぐことが求められる．

 岡山県の中新統勝田層群高倉層からの Casuarina（モクマオウ属，
モクマオウ科）および Livistona（ビロウ属，ヤシ科）の発見
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Discovery of Casuarina (Casuarinaceae) and Livistona (Palmae) from the Miocene
Takakura Formation of the Katsuta Group in Okayama Prefecture, Japan

Haruyuki Ina * , Atsushi Ujihara ** and Takashi Ichihara**

はじめに 

　前期中新世－中期中新世境界付近の日本列島周辺は
著しく温暖な海洋環境にあったことが貝類や植物など
の化石の証拠から明らかにされている（土 , 1985; 糸
魚川・津田 , 1986a; 1986b など）．植物化石では，マン
グローブ植物などの熱帯～亜熱帯気候を示す花粉化石
の産出（山野井ほか , 1980; 山野井 , 1984; 森・山野井 , 
2003 など）が知られているが，大型植物については
明確に熱帯～亜熱帯気候を示す化石の産出例は非常に
少ない．
　筆者らは近年，岡山県津山市の勝田層群において大
型植物化石の採集を行い，本層群上部の高倉層より，
現在おもに熱帯～亜熱帯に生育する植物であるモクマ
オウ科（Casuarinaceae）モクマオウ属（Casuarina）の
小枝と果実およびヤシ科（Palmae）ビロウ属（Livistona）
の葉の化石を発見した．本稿ではこれらの化石につい
て報告し，その産出の意義をのべる．
　ここで記載した標本は豊橋市自然史博物館に収蔵さ
れている .

地質概要および化石産地

　河合（1957）によれば，中新統勝田層群は先第三系
の基盤岩類を不整合に覆い，下位から植月層，吉野層，
高倉層に区分される．化石は第 1 図に示す Loc. 1（津
山市勝北総合スポーツ公園南の露頭）および Loc. 2（同
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大仲知樹

第１図．化石産地図 .
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市市場塩手池北岸の露頭）の 2 地点の高倉層より採集
された．Loc. 1 周辺では青灰色の塊状泥岩を主体とし
た高倉層が厚さ約 7m にわたって堆積し，直接基盤岩
にアバットしているのがみられる（第 2-a 図）．Loc. 1

では Casuarina の小枝が，第 2-a 図に示す産出層準の
塊状の泥岩中より他の植物化石や海棲貝類，ウニなど
の化石とともに産出した．Loc. 2 では高倉層の青灰色
塊状泥岩が厚さ約 3m にわたり露出している（第 2-b

図）．Loc. 2 では Casuarina の果実と Livistona の葉が，
第 2-b 図に示す産出層準の塊状の泥岩中より Loc. 1 と
同様の化石にともなって産出した．
　渡辺ほか（1999）は，珪藻化石にもとづき高倉層と
岡山県高山市地域の備北層群上部層を対比し，両層を
Yanagisawa and Akiba（1998）の NPD 3A（16.9-16.3Ma）
上部から NPD 3B（16.3-15.9Ma）下部に対比した．竹村・
三宅（2001）は高山市地域の備北層群上部層の放散虫
化石にもとづき，渡辺ほか（1999）を支持した．これ
らにもとづけば，高倉層の地質年代は前期中新世－中
期中新世境界付近である．

Casuarina と Livistona の記載

Casuarinaceae
Casuarina sp.

（第 3 図 1-4）

　標本：TMNH-07001, 07002.

　小枝の断片 1 点と果実 1 点が産出した．
　小枝は針状で節がある．標本が不完全なため小枝
全体の長さは不明だが，採集された小枝の長さは
28mm，幅は約 1mm である．28mm の小枝には 4 つの
節が認められ，各節の間隔は約 7mm である．6 ～ 8

の歯状鱗片葉が各節に輪生する．果実は楕円形で，長
さ 15mm，幅 11mm．果実の先端と基部は切形で，短
い柄を有する．殻片は広卵形で，長さ 2 ～ 3mm，幅
2mm である．殻片の先端は鋭形である．殻片は縦方
向に 5 つ認められる．
　小枝標本は節を有し，各節に歯状鱗片葉を伴うのが
特徴である．本標本は現生のEquisetum arvense Linn.（ス
ギナ）に一見外観がよく似るが，E. arvense は鱗片葉
の数が 2 ～ 3 と少なく，節間が短い．果実標本は先端
と基部が共に切形の楕円形で，Casuarina（モクマオ
ウ属）の特徴を有する．小枝と果実化石はいずれも現
生の C. equisetifolia Linn.（モクマオウ）にもっともよ
く似ているため，小枝と果実化石は同じ種である可能
性が高い．日本の中新統からの Casuarina の小枝と果
実化石の産出は初めてである．C. equisetifolia はアン
ダマン諸島，バングラデシュ，マレーシア，オースト
ラリア，メラネシア，ミクロネシア，フィリピンなど
の熱帯～亜熱帯地域に広く分布している．

Palmae
Livistona sp.

（第 3 図 5, 6）

　標本：TMNH-07003a, b.

　葉が 1 点産出した．
　葉は有柄で扇状．葉の長さは 9.5cm 以上，幅は 5cm

以上である．小葉は線形で，ほぼ等辺形に密に配列し，
基部では癒着する．小葉の数は 46 以上である．小葉
の先端は不明．小葉の主脈は基部ではやや弱い．細脈
は数が多く，主脈に平行であるが不明瞭．縦方向の
細脈を横断する脈は約 1mm の間隔で , 不規則に波打
つ .　葉質は厚い．葉柄は不完全なため正しい長さと
幅は不明だが，本標本に見られる限りでは，長さ 6.7cm

以上，幅 2.5cm で，厚くて太く，表面に縦に走る細い
筋を持つ．葉柄の先は細長い三角形で葉身に深くくい
込む．
  本標本は扇状の主脈掌状葉で，細長い三角形の葉柄
の先端は葉身に深く入りこむという特徴を持つ．この
ような特徴はヤシ科（Palmae）の Livistona（ビロウ属）
や Sabal（クマヤシ属）などに見られる．本標本は
Sabal ほど中軸の発達が著しくなく，小葉の主脈もや
や弱く，細脈も不明瞭である点で，Sabal とは区別でき，
Livistona に同定できる．本標本は，葉柄の先端が葉身
に深くくい込み，葉柄の先端からも放射状に多数の
葉脈が出る点で神戸層群から報告された L. mioglobosa 
Kobatake（堀 , 1987）によく似ており，同種である可
能性もあるが，葉の全容が分からないため断定できな

い．また，本標本の小葉の形態については，能登半
島の狼煙の中新統から記載された Livistona sp.（Ishida, 
1970）によく似ているが，狼煙の標本は小葉の一部の
みからなるため，同種かどうか詳しい比較ができない．
高倉層の Livistona sp. は中国南部や台湾，南西諸島，
九州と四国南部の亜熱帯地方の海岸付近に生育する現
生の L. subglobosa（Hassk. ）Mart.（ビロウ）に似ている．

考　察

　これまで日本の前期中新世－中期中新世境界付近の
時代の地層では，本層群下部の植月層と吉野層，北陸
の八尾層群黒瀬谷層，岐阜県の瑞浪層群宿洞砂岩相な
どから熱帯～亜熱帯気候を示すマングローブ花粉化石

勝田層群高倉層からの Casuarina および Livistona の発見伊奈治行・氏原　温・市原　俊

第２図．採集地点付近における高倉層の柱状図 .
            a, Loc. 1 付近の柱状図 ; b, Loc. 2 付近の柱状図 .

第３図．1, Casuarina sp.（小枝）； 2, Casuarina sp.（果実）； 3, Casuarina sp.（小枝）×2； 4, Casuarina sp.（果実）×2； 
　　　　5, Livistona sp.； 6, Livistona sp.（5 の反対側の面）.　3, 4 以外はすべて原寸大 .



18 19

市市場塩手池北岸の露頭）の 2 地点の高倉層より採集
された．Loc. 1 周辺では青灰色の塊状泥岩を主体とし
た高倉層が厚さ約 7m にわたって堆積し，直接基盤岩
にアバットしているのがみられる（第 2-a 図）．Loc. 1

では Casuarina の小枝が，第 2-a 図に示す産出層準の
塊状の泥岩中より他の植物化石や海棲貝類，ウニなど
の化石とともに産出した．Loc. 2 では高倉層の青灰色
塊状泥岩が厚さ約 3m にわたり露出している（第 2-b

図）．Loc. 2 では Casuarina の果実と Livistona の葉が，
第 2-b 図に示す産出層準の塊状の泥岩中より Loc. 1 と
同様の化石にともなって産出した．
　渡辺ほか（1999）は，珪藻化石にもとづき高倉層と
岡山県高山市地域の備北層群上部層を対比し，両層を
Yanagisawa and Akiba（1998）の NPD 3A（16.9-16.3Ma）
上部から NPD 3B（16.3-15.9Ma）下部に対比した．竹村・
三宅（2001）は高山市地域の備北層群上部層の放散虫
化石にもとづき，渡辺ほか（1999）を支持した．これ
らにもとづけば，高倉層の地質年代は前期中新世－中
期中新世境界付近である．

Casuarina と Livistona の記載

Casuarinaceae
Casuarina sp.

（第 3 図 1-4）

　標本：TMNH-07001, 07002.

　小枝の断片 1 点と果実 1 点が産出した．
　小枝は針状で節がある．標本が不完全なため小枝
全体の長さは不明だが，採集された小枝の長さは
28mm，幅は約 1mm である．28mm の小枝には 4 つの
節が認められ，各節の間隔は約 7mm である．6 ～ 8

の歯状鱗片葉が各節に輪生する．果実は楕円形で，長
さ 15mm，幅 11mm．果実の先端と基部は切形で，短
い柄を有する．殻片は広卵形で，長さ 2 ～ 3mm，幅
2mm である．殻片の先端は鋭形である．殻片は縦方
向に 5 つ認められる．
　小枝標本は節を有し，各節に歯状鱗片葉を伴うのが
特徴である．本標本は現生のEquisetum arvense Linn.（ス
ギナ）に一見外観がよく似るが，E. arvense は鱗片葉
の数が 2 ～ 3 と少なく，節間が短い．果実標本は先端
と基部が共に切形の楕円形で，Casuarina（モクマオ
ウ属）の特徴を有する．小枝と果実化石はいずれも現
生の C. equisetifolia Linn.（モクマオウ）にもっともよ
く似ているため，小枝と果実化石は同じ種である可能
性が高い．日本の中新統からの Casuarina の小枝と果
実化石の産出は初めてである．C. equisetifolia はアン
ダマン諸島，バングラデシュ，マレーシア，オースト
ラリア，メラネシア，ミクロネシア，フィリピンなど
の熱帯～亜熱帯地域に広く分布している．

Palmae
Livistona sp.

（第 3 図 5, 6）

　標本：TMNH-07003a, b.

　葉が 1 点産出した．
　葉は有柄で扇状．葉の長さは 9.5cm 以上，幅は 5cm

以上である．小葉は線形で，ほぼ等辺形に密に配列し，
基部では癒着する．小葉の数は 46 以上である．小葉
の先端は不明．小葉の主脈は基部ではやや弱い．細脈
は数が多く，主脈に平行であるが不明瞭．縦方向の
細脈を横断する脈は約 1mm の間隔で , 不規則に波打
つ .　葉質は厚い．葉柄は不完全なため正しい長さと
幅は不明だが，本標本に見られる限りでは，長さ 6.7cm

以上，幅 2.5cm で，厚くて太く，表面に縦に走る細い
筋を持つ．葉柄の先は細長い三角形で葉身に深くくい
込む．
  本標本は扇状の主脈掌状葉で，細長い三角形の葉柄
の先端は葉身に深く入りこむという特徴を持つ．この
ような特徴はヤシ科（Palmae）の Livistona（ビロウ属）
や Sabal（クマヤシ属）などに見られる．本標本は
Sabal ほど中軸の発達が著しくなく，小葉の主脈もや
や弱く，細脈も不明瞭である点で，Sabal とは区別でき，
Livistona に同定できる．本標本は，葉柄の先端が葉身
に深くくい込み，葉柄の先端からも放射状に多数の
葉脈が出る点で神戸層群から報告された L. mioglobosa 
Kobatake（堀 , 1987）によく似ており，同種である可
能性もあるが，葉の全容が分からないため断定できな

い．また，本標本の小葉の形態については，能登半
島の狼煙の中新統から記載された Livistona sp.（Ishida, 
1970）によく似ているが，狼煙の標本は小葉の一部の
みからなるため，同種かどうか詳しい比較ができない．
高倉層の Livistona sp. は中国南部や台湾，南西諸島，
九州と四国南部の亜熱帯地方の海岸付近に生育する現
生の L. subglobosa（Hassk. ）Mart.（ビロウ）に似ている．

考　察

　これまで日本の前期中新世－中期中新世境界付近の
時代の地層では，本層群下部の植月層と吉野層，北陸
の八尾層群黒瀬谷層，岐阜県の瑞浪層群宿洞砂岩相な
どから熱帯～亜熱帯気候を示すマングローブ花粉化石

勝田層群高倉層からの Casuarina および Livistona の発見伊奈治行・氏原　温・市原　俊

第２図．採集地点付近における高倉層の柱状図 .
            a, Loc. 1 付近の柱状図 ; b, Loc. 2 付近の柱状図 .

第３図．1, Casuarina sp.（小枝）； 2, Casuarina sp.（果実）； 3, Casuarina sp.（小枝）×2； 4, Casuarina sp.（果実）×2； 
　　　　5, Livistona sp.； 6, Livistona sp.（5 の反対側の面）.　3, 4 以外はすべて原寸大 .
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が多く報告されている（山野井ほか，1980；山野井，
1984；齋藤ほか，1995；森・山野井，2003 など）．こ
れらはこの時期の日本が著しく温暖な気候下にあった
ことの証拠として注目されてきた . これに対し明確に
同様の気候を示す大型植物化石の産出記録は少なく，
勝田層群植月層の Trachycarpus sp.（高橋 , 1959）や
能登半島の狼煙植物群の Livistona sp.（Ishida, 1970），
石川県金沢市の中新統からのヤシ科の材化石（鈴木 , 
1989）などが報告されているにすぎない．高倉層から
の Livistona の大型化石の産出はこれらにつぐもので
あり，Casuarina の大型化石の産出は日本では初めて
である．これらの化石は上述の著しい温暖気候の新た
な証拠となるとともに，当時の日本のフロラを解明す
る上で重要な知見となるものである．
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 愛知県新発見のヌマカイメン

松岡敬二*・益田芳樹**

Discovery of a freshwater sponge, Spongilla lacustris in Aichi Prefecture, Japan

Keiji Matsuoka * and Yoshiki Masuda**

はじめに 

　愛知県内の陸水域に生息する淡水海綿は，知多半
島・名古屋市および愛知郡・刈谷市のため池から 7 種

（益田ほか , 1991；益田ほか，1992），豊橋市内のため
池，水路，河川から 10 種（亜種を含む）（松岡 , 1991, 
1992, 1994；益田・松岡 , 1993；松岡・益田，2000，
2005）が報告されているが，これまでヌマカイメンは
知られていなかった．また，本州中部地方を精力的に
踏査した佐々木信男の研究（佐々木 , 1973）に使用さ
れた標本が東北大学に保管されているが，その中に愛
知県産のヌマカイメン Spongilla lacustris は含まれて
いない（益田・松岡 , 1993）．
　本論文では，愛知県から初めての記録となるヌマカ
イメンを矢作川で採集したので報告する．

採集場所

　ヌマカイメンは，2006 年 12 月 10 日に愛知県安城
市川島町の東海道新幹線架橋の下流約 120 ｍにあたる
矢作川右岸から採集された（第 1 図）．長野県下伊那
郡の大川入山（標高 1,908m）に源流をもつ矢作川は，
山岳地帯を流下しながら三河湾に注ぐ全長 118km の
西三河を代表する河川である．採集場所は，流れの攻
撃面となり流速が早く，木と礫で河岸が補強されてい
る．水中の木と礫の部分にヌマカイメンは広く付着し
ていた（第 2 図）．冬季にもかかわらず，海綿体は退
縮しておらず，十分に成長した状態で採集できた．し
かし，合計 3 回（2006 年 12 月 10 日・26 日；2007 年
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第２図．ヌマカイメンの生息状況 .

第１図．ヌマカイメンの採集地（安城市川島町）．




